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会　期：2014 年5月23日（金）～ 6月26日（木）
会　場：総合学術情報センタ ２ー階展示室
日本中世文学に関す
る全国最大規模の学会
「中世文学会」の春季大
会が早稲田大学で開催
されるにあたり、記念
展示を学会と図書館の
共催で開催した。「能」
は 15 世紀初頭に世阿
弥によって大成されて
以来、今日までほぼ変
わることなく演じ続けら
れ、後の世の文学、芸
能にも大きな影響を与
えてきた。そしてその
「能」もそれ以前の文学、芸能のもとに生み出された中世芸
能の大輪の花と言える。今回の展示は、そうした「能」以前
の和歌、連歌、物語等に着目し、今日まで続く「能」の源流
をたどった。
今回は新潟の吉田文庫および本学演劇博物館からも資料
をお借りしてより充実した展示となった。6月には「能楽学会」
の大会も早稲田大学で開催されたため会期を延長し、学内
だけではなく学外からも多くの来場者を得て好評であった。
会　期：2014 年10月17日（金）～ 11月27日（木）
会　場：総合学術情報センタ ２ー階展示室
2014 年は曲亭馬琴の代表的な戯作『南総里見八犬伝』の
刊行 200周年にあたる。図書館ではこれまで様々な形で馬
琴や『八犬伝』を取り上げ、展覧会を開催してきたが、今回
の展示では馬琴に大きな影響を与え、『八犬伝』の原点のひ
とつとなったとされる中国の小説『水滸伝』に焦点をあてた。
『水滸伝』は江戸時代に日本に伝来後、和訳、翻案、剽窃、
諧謔、さらには新しい創作へと様々な変貌を遂げながら巷
間に広まり変遷していく。好漢たちが活躍する波乱に満ちた
物語は、馬琴をはじめとする戯作者や歌川国貞、国芳、葛
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飾北斎といった絵師ら
を触発し、飛び散る星
のごとく作品が生み出さ
れ、江戸の人々の心を
捉えた。こうした日本
における『水滸伝』の伝
来と変貌を、新収資料
をまじえながら館蔵資
料でたどった。
豪傑たちの錦絵や水
滸伝をモチーフとした
数々の作品から江戸時
代の『水滸伝』人気を伺
える展示となった。
会　期：2015 年3月24日（火）～ 4月30日（木）
会　場：総合学術情報センタ ２ー階展示室
雲 英 文 庫 は、 本 学
名誉教授の故・雲英末
雄 先 生（194 0-2 0 0 8）
が収集された俳諧関係
資料の一大コレクショ
ンである。先生のご遺
志とご令閨のご厚意に
より全てが当館に収蔵
されることになり、雲
英文庫の公開を記念し
て本展覧会を開催した。
今回は膨大なコレクショ
ンの中から芭蕉とその
門人たちの時代を中心
に、俳書、俳人たちの書簡や句稿等の真蹟類、俳画、短冊、
一枚摺などを展示した。
雲英先生は本学で長年教壇に立ち、後進の育成に尽力さ
れる一方で、４０数年にわたり俳書を中心とした古書の蒐集
に情熱を傾けられた。そうして手元に集められた数々の名品
を教育の場で惜しげもなくご紹介くださったことは薫陶を受
けた誰もが知るところである。
展示には雲英先生と接点のあった方々が多く来場された。
展示資料を通じ、在りし日の先生について思いを巡らせた方
も多かったであろう。一方、学部学生や一般の方々の来場も
多かった。俳諧にあまりなじみのない方々にも本展示が興味
を持つきっかけとなれば望外の喜びである。
2014年度は図書館主催展示を3回開催した。以下、そ
の概要を述べ活動報告とする。
< 中世文学会春季大会開催記念展示 >
そして能が生まれた。
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< 図書館企画展 >
江戸に妖星を放つ！
～『水滸伝』の伝来と変貌～
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< 雲英文庫公開記念展示 >
俳諧の世界―芭蕉とその門人たち
